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3. 使用機器 / 設定のアップデート 

 

3.1. はじめに 

2007 年 12 月に九州大学病院において開催されたアジア遠隔医療シンポジウムで、標準となる機器構成

を発表いたしました。この構成にはわれわれがこれまで実施してきた 100 回、のべ 300 地点を超えるイベン

トを通じて培われたノウハウが凝縮されたものでした。この構成および各地点のスタッフの協力により、以前 

に比べて音声トラブルは少なくなり、より高品質なカンファレンスがおこなえるようになりました。 

 しかし、ADVC やオーディオミキサーなどは一般の医療施設で所有していることはまれで、配線などの準

備もやや煩雑となるなど、DVTS を用いたカンファレンスの特徴である機器構成のシンプルさが若干犠牲と

なってしまいました。特に新規接続施設では、準備を行う技術者の技量によっては全くのノウハウが無い状 

況から準備を行うこととなります。このため、機材購入や準備に多大な労力を払う事となり、初めての接続時

から万全の準備を求めることが難しいのが実情でした。しかし、この活動をさらに広めるためにはより簡単に

準備できる工夫が必要です。そこで、標準構成に準拠した映像・音声パッケージを考案いたしました。 

詳しくは 4.7.1DVTS パッケージマニュアルをご参照ください。このパッケージを利用する事で、各施設で同じ

機器をほぼ同じように接続することができます。このため、これまでは自力で解決しなければならなかった自

施設の問題を他施設にも相談しやすくなり、他施設もトラブルが発生している施設の状況を把握しやす 

くなり、トラブル発生時の原因究明も早急に行えるようになりました。 

 このほか、今回は各施設の機材構成図の紹介、当院での機材構成、H.323多地点接続装置の使用方法

等を掲載しております。 

 

3.2. 資料 

3.2.1 DVTSパッケージ詳細（ベトナム語版） 

3.2.2 各施設の構成紹介 

 3.2.2.1  九州大学病院 

 3.2.2.2  京都第二赤十字病院（6巻参照） 

3.2.2.3   福岡大学 

3.2.2.4   ASTI (Advanced Science and Technology Institute) （フィリピン）  

3.2.2.5   建国大学 （韓国）  

3.2.2.6   徳島大学病院   

3.2.2.7   VinaREN - Vietnam Research and Education Network （ベトナム）    

3.2.2.8   上海交通大学第一人民病院 (中国)  

3.2.2.9   国立成育医療研究センター 

3.2.2.10  香港大学（中国） 

3.2.2.11  ラジャビティ病院（タイ） 

3.2.2.12  チョウレイ病院 （ベトナム） 

3.2.2.13  産業医科大学  

3.2.2.14  国立台湾大学（台湾）  

3.2.2.15  北海道大学 

3.2.3.16  藤田保健衛生大学病院 
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3.2.3.17  CERNET.Network Center  清華大学 （中国）   

3.2.3.18  マラヤ大学（マレーシア） 

3.2.3.19  チュラロンコン大学（タイ） 

3.2.3.20  忠北大学（韓国） 

3.2.3.21  フリンダース大学（オーストラリア） 

3.2.4 Codian MCU接続方法 
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3.2. 資料 

3.2.1 DVTSパッケージ詳細(ベトナム語版) 

 

ベトナム チョウレイ病院 での遠隔医療活動の準備を支援してくださっているNi医師がDVTSパッケージ

マニュアルをベトナム語に翻訳してくださいました。ページ数の関係上、ここにすべてを掲載することはできま

せんが、ホームページにてすべて閲覧いただけます。 

遠隔医療を支えるスタッフすべてが必ずしも英語が得意なわけではありません。理解を深めるためにも母

国語でのマニュアル整備は必要です。今後も各国のエンジニアの協力を得ながら、充実させていくことがで

きればと思います。 
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3.2.2 各施設の構成紹介 

3.2.2.1 九州大学病院 
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 3.2.2.3 福岡大学 
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 3.2.2.4 ASTI (Advanced Science and Technology Institute) （フィリピン）  
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 3.2.2.5 建国大学 （韓国）  
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 3.2.2.6徳島大学病院
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4.2.2.7 VinaREN - Vietnam Research and Education Network （ベトナム）
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3.2.2.8 上海交通大学第一人民病院 (中国)  
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 3.2.2.9 国立成育医療研究センター 
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3.2.2.10 香港大学（中国） 
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3.2.2.11 ラジャビティ病院（タイ） 
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 3.2.2.12 チョウレイ病院 （ベトナム） 
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3.2.2.13 産業医科大学  
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3.2.2.14 国立台湾大学（台湾）  
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 3.2.2.15 北海道大学 
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3.2.3.16 藤田保健衛生大学病院 
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3.2.3.17 CERNETNetwork Center  清華大学 （中国） 
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3.2.3.18 マラヤ大学（マレーシア） 
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3.2.3.19 チュラロンコン大学（タイ） 
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3.2.3.20 忠北大学（韓国） 
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3.2.3.21  フリンダース大学（オーストラリア） 
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 3.2.4 Codian MCU接続方法 

 

九州大学に設置されている H.323テレビ会議システム用多地点接続装置の設置方法です。 

九州大学では、以下の機器を多地点接続装置として利用しています。 

メーカー： TNDBERG 

製品名 ： Codian MCU 4210 20ポートエンタープライズ MCU 

最大接続： ２０地点 

接続方法 

1) お手元の H.323 対応機器から、指定

の IPアドレスに接続します。 

2) 接続できると、右の画面が表示され、

音声ガイダンスが流れます。 

（音声ガイダンスは日本語です。） 

3) リモコンの相手カメラコントローラを利

用して、会議を選択する。もしくは会議

番号を入力し最後に「＃」を押します。 

 

3-1) 番号入力方法 

Polycom社製品の場合 

リモコンの「#」ボタンを押します。 

Sony社製品の場合 

リモコンの「＊」ボタンを押します。 

 

 

4) PIN コードを聞いてきますので、 

3−1）と同様に PIN コードを入力し、最

後に「＃」を押してください。 

5) これで無事接続できます。 

 

３） 
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3.3. おわりに 

 

本活動を通して、多くの方々と知り合え、多くの知識を得られました。今後は、この財産を、より多くの人と

共有できるようこれからも活動を続けていきたいと思っています。また、新しい技術にも積極的に挑戦し、使い

慣れた技術を安定して使える方法を模索していきたいと考えています。 

（安徳恭彰） 

 

本年より、各施設エンジニア間の円滑に準備を進めるため、Windows Live (TM)に メンバー専用のホーム

ページを開設し、2011年3月時点で51名の方に登録いただいきました。ありがとうございます。今後は、メール

がけでなく、このようなツールを活用して、双方向の情報交換を進めていきたいと思います。 

（登録に関する詳細はTEMDECホームページをご参照ください） 

また、2011年4月にはハイビジョンに対応した新しいカンファレンスシステムの運用を開始する見込みです。

より簡単に、より多くの人に参加していただけるような方法を模索しながら今後も改善していきたいと思いま

す。 

（寅田信博） 

 




